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皆様、こんばんは！ 

蓮田 RC、飯野会長・田中副会長・小林 

幹事、ご出席有難うございます。いつも 

岩槻 RC のことをお考え頂き有難うござ 

います。又、大宮北 RC、伊藤会長・金幹 

事、ご出席有難うございます。先日、例 

会に出席させていただきました。温かくお迎えいただき

有難うございました。 

さて、梅雨が明け、セミの鳴き声が響き始めました。

この時期になりますと、子供のころ夏休みに母方の実家

にて遊んだ楽しい思い出が思い出されます。母の実家は

埼玉県岡部町、市町村合併をし、現在の深谷市にありま

す。家と家の間が 200Ｍぐらいある農村地帯で農業を営ん

でいます。遊びに行くたびに沢山のいたずらをしました。

出荷していたカブトムシをオス・メスそれぞれ 50 匹くら

いもらってきてしまったり、養蚕のカイコを勝手にとっ

て釣り餌にしてしまったり、極めつけは裏山で焚火をし

て全焼させてしまいました。いたずらの域を超えていま

す。今、考えるととんでもないことをしたと思います。

しかし、そのようなときでも祖父は感情的に怒りません

でした。もちろん顔は鬼のような形相になっていました

が、小学生だった私に対して冷静に叱りました。この「叱

る」という言葉は相手を信頼し想いを冷静に伝えながら

アドバイスを送ることだそうです。「怒る」と「叱る」は

似ているようで、全然違う言葉です。現在、岩槻ＲＣは

29 名で活動しています。人間ですから会員同士、ときに

は怒ってしまうこともあるかもしれません。それは仕方

のないことだと考えています。しかしながら、岩槻 RC が

より良くなる為に会長職である自分を叱っていただくこ

とは必ず必要なことであると考えています。より良くす

るために沢山の冷静なアドバイスをお待ちしています。

宜しくお願いいたします。 

本日の例会は会員増強・選考委員会による新会員卓話

となっています。伊藤会員・荒井会員、2名がどのような

お話をされるのか私もまったくわかりませんが、新しい 
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会長挨拶   第 59 代会長 田中芳明 

1.インターアクト年次大会の案内が届い 

ております。 

2.日本のロータリー100 周年ビジョンレ 

ポート 2020（本編）が届いております。 

3.第 9 回城下町岩槻鷹狩り行列の開催中 

止についてのお知らせが届いております。 

4.岩槻東 RC の 8月の例会予定表が届いております。 

5.大宮西 RC、岩槻東 RC、大宮北東 RC から週報が届いてお

ります。 

 

幹事報告         幹事 小田光司 

 

お客様紹介          

大宮北ＲＣ会長 

伊藤健善 様 

大宮北ＲＣ幹事 

金福漢 様 

蓮田ＲＣ幹事 

小林健男 様 

蓮田ＲＣ会長 

飯野浩一 様 

蓮田ＲＣ副会長 

田中雪心 様 

メンバーのお話は非常に楽しみにしています。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年7月入会        荒井
あ ら い

 治
おさむ

 会員 
 

 

事業所     朝日生命岩槻営業所 

所長 

事業所所在地  岩槻区本町３丁目 

主要業務    生命保険 

ロータリー歴  有 

 

               

この 7月からお世話になっております、荒井治と申しま

す。 

生まれは 1964 年 10 月 20 日。ちょうど前回の東京オリン

ピックのさなかに千葉県夷隅郡大多喜村で生まれました。

父が千葉県庁の職員であったこともあり、千葉県内で転居

を繰り返していたようですが、私が生まれてから千葉市緑

区に住まうようになり、高校まで緑区に住んでおりまし

た。そこから私の放浪の生活が始まりました。 

まず、高校を卒業してから札幌に 4年間住むことになり

ました。その後朝日生命に入って勤務地は転々とすること

に。 

順番に申し上げていきますと、まず東京。1年間おりまし

た。そして茨城県水戸市、北海道釧路市、北海道室蘭市、

北海道砂川市、千葉県東金市、北海道恵庭市、岩手県大船

渡市、山形県酒田市、福島県いわき市、そして現在に至っ

ております。 

転勤が多い会社だということは理解して入社したのです

が、さすがにこの歳になっていささか転勤が面倒くさいと

思うようになってまいりました。 

住んでみて良かったと思うのは、北海道室蘭市。子育て

真っ最中であった中で、風光明媚な北海道を満喫できたと

思います。室蘭というところは地元では北海道の湘南など

と言われており、冬も温暖、夏は涼しい土地でした。観光

地も車で気軽に行けるところとしては、登別温泉、洞爺湖、

支笏湖、札幌、ちょっと足を延ばせば函館、積丹、襟裳岬

など、北海道のガイドブックにでてくるところ、かなりカ

バーできました。家族で年に何回かはキャンプにでかけ、

非常に楽しい 2年間でした。 

 

発行：会報・広報委員会 委員長 増岡昌行 副委員長 内藤 明 委員 菊地廣 中村 正 田畑寛樹 岡野育広 

 

委員会報告          

職業・青少年奉仕委員長       関根信行 
岩槻高校インターアクトクラブの生徒達 

とともに岩槻駅前でゴミ拾いを実施しま 

す。参加出来る方は委員長の関根までご 

連絡をお願い致します。 

日時 2021 年 7 月 16 日(金) 

午前 11 時 20 分～ 

場所 岩槻駅付近 

新会員イニシエーション・スピーチ   

記憶に残る場所は岩手県大船渡市。東日本大震災が起こ

った 1年後に転勤しました。 

そのころはまだ家族と一緒にうごいており、1年間だけ家

族と一緒でした。子供が小学校 6年生と 4年生。子どもた

ちにとってとてもいい経験をすることができた 1 年でし

た。 

行った当時は海のそばにはこわれた工場がそのまま残

っていたり、家は基礎の枠だけがのこっていました。陸に

あがってしまった船も見ました。3階建ての建物は 3階ま

でガラスがわれ、窓枠がこわされており、そこまで津波が

きたことがはっきりわかる状況でした。私自身は 3年間住

んでいましたが、その間、がれきはすべて撤去され、海か

ら離れたところに工場が再開され、かさ上げ工事も進み、

土地のひとのエネルギーを感じることができた 3 年間だ

ったと思います。 

全体的に海の幸がおいしい土地に住んでいたと思いま

す。釧路に転勤した直後は、当時は水揚げが多かったせい

か、毛ガニを食べる機会が多く、もう毛ガニは食べたくな

い、と思うほど食べました。大船渡では当社の営業職員の

家族が漁師をしていて、あわび、ウニはそれまでに生きて

きた中で食べた以上の量を食べた気がします。関東ではま

ったく食べたことがなかったのですが、マンボウを食べま

した。網にかかってくるそうで、スーパーでも売られてい

ます。私は食べる機会がなかったのですが、イルカなども

地元では食べたりするそうです。 

山形県酒田市は日本海側。おいしいという記憶があるのは

ハタハタとまぐろでしょうか。果物とお米は本当においし

かったです。こんな話をしていながら、唯一残念なのが私

は大船渡にいたときに体を壊してお酒を飲むのをやめて

しまったこと。こんなにおいしいものばかりの中、お酒が

飲めたら最高だったと思います。東北は日本酒は本当にお

いしいらしいです。健康に自信がもてるようになったら、

改めて以前いた土地を訪れておいしいお酒をおいしい魚

と一緒に飲みたいと思います。 

 

さて、せっかくこういった機会をいただきましたので、

私の仕事についても触れさせていただきたいと思います。 

朝日生命は人生 100 年時代の中で、お客様に安心をお届

けする会社として頑張っております。特に力をいれている

のが介護保険。数ある生命保険会社の中で介護保険のご加

入者が一番多い会社として自負しております。 

2025 年には団塊の世代が 75 歳を超えてくるなか、65 歳

以上の5人に1人が自分一人では生活がままならなくなり

要支援・要介護の認定を受けることが想定されています。

また、認知症の方も増えてきており、ＭＣＩを含めると同

じ2025年には65歳以上の3人に 1人がなにかしらの認知

機能の障害をもつといわれています。公的な介護保険制度

はご存知の通り、現金の給付はなくサービスをうけること

になります。サービスの上限が決まっており、要介護３の

人は 325 万円分まで。1 割負担の人ですと 32.5 万円が自

己負担となります。お金がある人はいいのですが、いつま

で続くかわからない介護、経済的な事情で限度額いっぱい 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年 10月入会       伊藤
い と う

健太
け ん た

会員 

                 

事業所     明治安田生命 

岩槻営業所 所長 

事業所所在地  岩槻区本町３丁目 

主要業務    生命保険 

ロータリー歴  無 

 

 

こんにちは。本日お話しさせていただきます、明治安

田生命の伊藤です。 

本日はせっかくの機会を頂戴致しましたので、私の生

い立ちと今の仕事に至るまでをお話しさせていただき

ます。 

 

私は秋田県の秋田市というところで生まれました。両

親と兄が 2人おります。父親が昭和 29 年生まれで、母

親が昭和 32 年生まれです。同世代の親では比較的年が

離れているのですが、実は長男が 10 個上、次男とは 6

個歳が離れております。 

物心がついた時には、兄はもう成人しておりましたの

で、ケンカをしても勝てず、そんな幼少期を過ごしてお

りました。 

小中高は野球部に所属しており、高校時代は秋田高校

というところに所属して、毎日甲子園を目指して練習に

励んでおりました。秋田高校は甲子園の第一回大会準優

勝の歴史を持っている高校で、その中でＯＢの方や先輩

から指導を受けられたことは今でも私の財産となって

います。 

大学入学してからはゼミでマーケティングの勉強を

しておりました。ゼミの教授がサッポロビールや明治と

繋がりがあり、企業側からテーマを与えられ、販売戦略

やＰＲ方法など一緒に討議する場を設けていただいて

ました。大学時代にそのような経験を持つことができた

ことは非常に有意義であり、自分たちが考えた何気ない

発想を、企業の方々が聞いてくださることはとても嬉し

い経験でもありました。 

そのまま就職活動はメーカー中心に受け、私も将来的に

なんとなくマーケティングの仕事ができればいいなあ

と思っておりました。 

そんな時に地元秋田の父親が直腸癌にかかったとの

連絡を母親から受けました。ステージは II でしたので、

比較的早期発見ではありましたが、身内が病気にかかる

のは初めてでしたので、もしも万が一のことがあったら

と、不安な気持ちになったのを今でも覚えています。 

また、経済的には裕福な家庭ではなかったと思いますの

で、お金はどこから出てくるのかという気持ちにもなり

ました。 

母親から聞いた話ですが、母親に保険に入っていると聞

き、お金はなんとかなるとのことでした。ＣＭのような

話ですが、その当時保険の知識など全くありませんでし

たので、そのことがきっかけで保険について調べるよう

になり、就活でもなんとなく保険会社も受け、明治安田

生命に勤めることになりました。 

 

入社して 7年目になりますが、新しいご契約の際、ま

た給付の際など、それぞれのご家族の思いに接し、また

改めて必要性を感じることが多々ございます。 

またこれからたくさんの機会に接すると思いますが、 
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までサービスを受けることができず、家族で協力しあって

面倒をみる必要がある方も多くいらっしゃいます。 

そんな状況の中、あって困らないのがお金。本人は家族に

迷惑をかけて辛い思いをします。家族は経済的、肉体的、

精神的にやはりつらい思いをします。それを少しでも和ら

げてくれるのが保険から得られるお金、となります。 

ちょっと私の家族の話をさせてください。 

私には 86 歳の母がおります。私の単身赴任生活が始まっ

たところから、妻と子は母と同居することにしました。8

年前です。その頃はまだ元気で、母は私の赴任さきに 1人

で飛行機に乗ったり、新幹線にのったりして遊びにきてお

りました。 

だんだん歳を重ねるごとに歩くことが困難となり、トイレ

に立つことも困難な状態となってきました。今年の 7月、

ようやく予算的にもなんとかなる民間の介護施設に入居

することができ、家から出て 10 日がたちました。まだ慣

れなくて、本人は面白くない様子ですが、なんとかこれか

ら少しでも元気を取り戻してほしいと思います。 

母の施設についてですが、特別養護老人ホームにすれば

一番経済的に負担がすくないのですが、私の自宅のある川

崎市の場合、希望施設を申し出て順番待ちをすることにな

ります。5か所申し込めるのですが、一番早いところでも

121 番目。いったいいつになるのやら、それを聞いた家内

がほとんど発狂状態となりました。それだけ追い詰められ

ていたのだと思います。 

その後民間の老人ホームを探し始め、なんとか予算の中に

納まるところを見つけました。入居一時金 38 万円、月々

の支払は施設に 15 万 8 千円。その他介護保険料、おむつ

代、小物購入費、美容院、医療費など施設に支払う金額は

およそ 22 万円になります。父の遺族年金があるおかげで

子どもである私の負担はほとんどなく入居できることに

なりましたが、年金額は限られています。みんながみんな

思うようなところに入居できるとは限りません。 

残念ながら、母は 20 年近く前からうつ病の薬をのんでお

り、今の介護保険には加入できませんでしたが、その前か

ら加入していた養老保険の一部を取り崩して遺族年金と

合わせてなんとか支払いができる目算です。 

企業経営者に向けての商品もございますので、おいおいそ

んなご案内ができる機会があればおききいただきたいと

思います。 

 

だいぶ話が長くなってまいりました。とにかく、岩槻ロ

ータリークラブの皆さんと親しくなって、今の生活を充実 

していきたいと思 

っております。どう 

ぞよろしくお願い 

いたします。 

つたない卓話にな 

りましたが以上と 

させていただきま 

す。 

ご清聴ありがとう 

ございました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：会報・広報委員会 委員長 増岡昌行 副委員長 内藤 明 委員 菊地廣 中村 正 田畑寛樹 岡野育広 

 

出 席 報 告 
会員数 出席数 免除者 ＭＵ 出席率 

29 14  2 55.17％ 

 

スマイル報告 
本日のスマイル合計 43,000 円 

年間累計額 138,000 円 

 

ビジター 
蓮田ＲＣ会長 飯野浩一 様 

「蓮田ロータリークラブがいつもお世話になっております。５０

周年はありがとうございました。田中会長、小田幹事、一年間よ

ろしくお願い致します。」 

蓮田ＲＣ副会長 田中雪心 様 

「５０周年本当にありがとうございました。本年度飯野会長、小

林幹事、がんばりますのでどうぞよろしくお願い致します。」 

蓮田ＲＣ幹事 小林健男 様 

「本日はよろしくお願いします。」 

大宮北ＲＣ会長 伊藤健善 様 

「田中会長、小田幹事、ご就任おめでとうございます。１年間よ

ろしくお願いいたします。」 

大宮北ＲＣ幹事 金福漢 様 

「お世話になります。」 

 

メンバー（50音順） 

小田光司 お客様ようこそ！ 

小林 篤 お客様ようこそ！ 

小林佑次 よろしくお願いします。 

鈴木真樹 本日も宜しくお願いします。 

関根信行 お客様ようこそ！ 

田中芳明 蓮田ＲＣ飯野会長、田中副会長、小林幹事、大宮北Ｒ 

Ｃ伊藤会長、金幹事、本日はお暑い中例会にご出席 

頂きありがとうございます。 

田畑寛樹 蓮田ＲＣ飯野会長、田中副会長、小林幹事、大宮北Ｒ

Ｃ伊藤会長、金幹事、岩槻ＲＣへようこそ！皆様本日

も宜しくお願い申し上げます。 

出山知宏 よろしくお願いします。 

内藤 明 本日もよろしくお願いします。 

中村 正 お客様ようこそ！ 

増岡昌行 よろしくお願いします。 

三浦宣之 よろしくお願いします。 
 

 

 

 

🌼たくさんのご芳志 

ありがとうございました🌼 

スマイルＢＯＸより 

リモート出席でのスマイル送金  埼玉りそな銀行岩槻支店 (普)1445466 岩槻ロータリークラブ 

委員会のご紹介   

私なりに信念を持 

って業務に臨んで 

いきたいと思いま 

す。 

まだまだ未熟です 

が、仕事にロータ 

リー活動にこれか 

らも励んでまいり 

ます。 

これからも何卒よ 

ろしくお願いしま 

す。 

 

 

 

 

 

2021～22 年度会場・出席委員会 
委員長  小林佑次 

副委員長 伊藤健太 

委 員  塩田淳司  鈴木 隆  三浦宣之 

     小林 篤  藤澤洋介  蛭川正太  荒井 治 

 

小林佑次委員長を中心とした会場・出席委員会のメンバー

は毎週早々に例会場に来て、会場設営と準備をして皆様を出

迎え、例会を運営・進行してくれています。また、コロナ禍

において昨年度から導入することになったハイブリット例

会のために、オンライン用機材の準備や運用など従来にはな

かった大仕事にも対応してくれています。感謝です！！ 

 


